
  

 

 第63回日本学生科学賞三重県展が9

月30日よりMieMuで開かれ、市町の教

育委員会の審査を経て選ばれた51の科

学研究が展示されました。三重ジュニ

アドクター受講生からも6名の研究が

選ばれました。10月6日に優秀作品の

授賞式があり、エリアDの河原さんと第

2段階の坂崎さんが優秀賞（読売新聞社

賞）に選ばれました。また、西田さんは

津市教育委員会長賞に選ばれました。 

 

 

 

受講者名 テーマ 

河原永昌 考える寄生バチ～自然界

のサイクルを紐解く～ 

坂崎遥菜 蚊の糞における微生物相 

池田萌朱那 雑種オオサンショウウオ

の行動特性 

西田連太郎 猛暑撃退！～これぞ涼風

パイプ～ 

南 心結 風車の羽の枚数と出力の

関係～エネルギーの変換

～ 

後藤瑞樹 赤と黒～マダイとクロダ

イの視機能に違いはある

か」 
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 ■ 第二段階プログラム受講生 研究テーマ   

 

ジュニアドクター育成プログラムも３年目となりまし

た。今年度は過去２年間の経験を生かし、５月上旬の開

講を目標として準備してきました。 

しかし、新型コロナウイルス感染症の影響により、２

月下旬に予定していた受講生募集チラシの配布を小中学

校を通じて行うことができなかったため、ホームページ

や新聞による告知となりました。応募者が集まるかどう

か心配していましたが、定員を上回る応募がありまし

た。書類選考により、第１段階プログラム受講生として

44名を選考しました。各エリアの受講者数は以下の通り

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、第１段階プログラムを修了し、第２段階プログ

ラムに進んだ受講生は、継続受講を含めて19 名になり

ました。 

 

●開講式（５月２３日） 

開講式は、午前中に第２段階の受講生、午後は第１段

階の受講生を対象とし

て、Zoomを使ってオン

ライン開講式となりま

した。 

最初に、三重大学理

事・副学長 山本俊彦

先生よりご挨拶があり

ました。「人類の歴史

はウィルスや細菌が原

因による疫病との戦いの歴史でもあり、その中で医学や

科学を発達させて打ち勝ってきた。ジュニアドクターと

して選抜された皆さんも目標をもって研究に取り組んで

ほしい」という激励の言葉がありました。続いて、実施

責任者である後藤太一郎先生から、事業概要の説明が行

われました。 
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 ●特別講座（５月２３日）「科学探究のためのコ

ミュニーケーションを考える」（中西良文先生) 

 第１段階の受講生は、第１回の講座として「科学

研究のためのコミュニケーション力を考える」とい

うテーマでチームとして研究活動をすることの重要

性を学びました。講義の内容は、近年、科学系（物

理、化学、医学）ノーベル賞受賞者が単独受賞より

共同受賞に転じて

いる傾向を捉え、

研究が高度になる

につれ、多様な専

門分野の研究者の

協 同 が 必 要 で あ

り、そ の た め に

は、一 人 一 人 が

「聴く」という姿

勢が重要であると

いう指摘がありました。 

 その後、受講生はzoomのブレイクアウトルームを

使ってグループに分かれ、地図における道路や川の

位置関係を他者に説明するという活動を行いまし

た。各グループにはメンターとして学生や小中学校

の先生が入って受講生をサポートしました。受講生

は、「説明する」ということが、相手に理解しても

らうことよりも

話し手のほうの

理解が深まると

いう体験をしま

した。講義のあ

と、チャットを

使っての質疑応

答がなされまし

た。 

 

オンラインによる開講式を実施するために、受講

生は開講式の１週間前にZoomによる接続の練習を行

いました。その

成果もあって、

開講式及び講座

実施について、

受講生はほとん

どトラブルなく

参加できまし

た。 
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◇第1段階では、7月31日までの講座はオンラインで行っています。6月第２週現在、開講式の特別講座を含めて3講

座を実施しました。受講生も少しずつZoomを使用した講座に慣れてきており、出席率はほぼ100％になっています。 

 
●探究活動講座（6月6日）「課題設定と科学的手法」 平山大輔先生 

探究活動の手法に関する講義が行われました。興味を持った現象に対して、調

査、観察・実験、結果の分析、成果の発表という研究手順の解説がなされまし

た。実際の研究事例の紹介や仮説を立てることの大切さ、また、研究活動におい

て正解を意識するあまり、データの捏造や結果の曲解を行ってはいけないとう研

究倫理についても説明がなされました。 

 

●観察実験講座（6月13日） 「発酵を科学する」 磯部由香先生 
 発酵に関わる微生物が持っている酵素の働きについて実験を通して考える講座

でした。受講生は予め指示を受けた食材を各家庭で準備し、磯部先生がネットを

通して指示される実験を家庭で行いながら、その結果を発表し合い共有しまし

た。受講生はZooｍを使いかたにも慣れて来ており、先生に質問したり、ブレイク

アウトルームでの話し合いも活発になってきました。 
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■ 実施講座の状況 

◇第2段階では、受講生それぞれが自分のテーマを持ち、指導教員と連絡を取りながら研究を始めています。

下の表は第２段階受講生の研究テーマです。 

受講者名 学校名 学年 テーマ 指導教員(所属等）

1 清水　誠吾
三重大学教育学部
附属小学校

6 安濃川ガイド 荻原（教育）

2 鵜飼　柳之介 伊勢市立修道小学校 6 昆虫の血球による食作用の研究 中松（皇學館）

3 近藤　平 桑名市立藤が丘小学校 6 放射線照射が神経発達に与える影響の解析 西村（医学）

4 藤井　悠至 津市立豊里中学校 1 二酸化炭素を出さない発電について 阿部（シニアメンター）

5 柳谷　心葉 朝日町立朝日中学校 1 シミュレーションを使って実験結果を予測する 國仲（教育）

6 山口　雄大 津市立橋北中学校 1
「3秒ルール」食べ物を落とした時の3秒ルールの科学
的根拠

市川（教育）

7 新井　沙都子
三重大学教育学部
附属中学校

2 環境が発育に与える影響の解析 西村（医学）

8 石川　恵雅 三重中学校 2 カワニナについて 中野（外部指導者）

9 牛尾　華萠 名張市立南中学校 2 インタラクティブアートの作成 藤原（工学）

10 後藤　瑞季 桑名市立光陵中学校 2 魚マダイとクロダイの色覚の遺伝子に違いはあるのか 宮崎（生物資源）

11 長谷川　真理 高田中学校 2 魚の行動から薬の作用を調べる 西村（医学）

12 堀口　明日羽 三重中学校 2 三重県で採れる鉱物 栗原（教育）

13 前田　一成 近畿大学付属新宮中学校 2 脳の働きに影響する遺伝子を調べる 西村（医学）

14 上西　八重子 三重中学校 3 指の動きに関する研究 駒田（工学）

15 梅村　理紗子 高田中学校 3 サラセニアの消化吸収について 市川（教育）

16 西井　晴菜
三重大学教育学部
附属中学校

3
1/fゆらぎのある音を聞くと 人はどのような気持ちにな
るか

藤原(工学）・野呂
（教養）

17 野村　茉央
三重大学教育学部
附属中学校

3 キウイフルーツを解剖する 苅田（生物資源）

18 三島　瑠理 津市立西橋内中学校 3 プラナリアの走光性 後藤（教育）

19 宮田　陽斗 三重中学校 3 LED と電球 阿部（シニアメンター）

2020年度第２段階受講生　研究テーマ


